20171015レムナント教会２部
結局キリスト（Ⅱサムエル3:12～19）
サウルの時代が終わって、ダビデの時代が始まります。ダビデは、単なるダビデではなくてキリストを表しているということを言いました。その新しい始まりは、まことの福音回復です。先週、私たちはそういった話を確認しました。そういった中でサウルの部下でアブネルという人がいました。サウルの息子だったイシュ・ボシェテを連れて王としました。サウルが死んだので、当然なことです。忠実な部下でもありました。まだイスラエル全体がダビデに戻ってきたわけではありません。サウルの忠実な部下だった人は当然なことだと思います。ダビデの部下であるヨアブという人もいました。それでアブネルはヨアブに戦争をかけました。ダビデはいままでは敵です。ヨアブと戦ったのですが、アブネルの部下たちがたくさん殺されました。それ以降、アブネルはこう言うわけです。私は続けてこうしていてはいけない。ダビデにその戦略を送ります。「神様がダビデにイスラエルの王として立てたことを私は知っています。ダビデ王の前ですべてが整理されて集まるようにします」。今日の本文の最後にもそういった話があります。全イスラエルの人々を王の前でみなひざまずかせますと。その以前にはこういうこともありました。サウルに近い人の中で、サウルの組織をきちんとさせてあげた人がいました。ダビデは彼らを見て褒めました。サウルの組織をしっかりやってくれて、本当に良くやった。ありがたい。けれども、もうそのことは終わったので、私について来なさい。それでアブネルをとおしてこう言うことがありました。その中で13節はこういう話もあります。私の妻だったミカルを連れてきなさいと言いました。ダビデが逃げていたときに、サウルはミカルを他の人と結婚させたのです。それでダビデの前に皆戻ってくるわけです。ダビデを中心としてすべてのことが集まるようになります。これは何を意味しますか。新しい始まりの重要なことは、結局キリストになることです。アブネルなどいろいろな人たちがすべてダビデ王の前に集められひざまずかせることになりました。皆さんがまことの福音を愛し、また結局キリストだということがわかると新しい始まりになります。

キャンプのために祈り献身してくださったことを感謝します。キャンプをやるたびにさまざまなことがあります。47都道府県に教会が建てられ、まことの弟子たちを見つけることは神様の計画です。そのために神様は皆さんを祝福するでしょう。皆さんに新しい門が開かれ、新しい道を歩まなければなりません。その契約を握って、皆さんは結局キリストだという契約を握らなければなりません。結局キリストだということは、私に福音が絶対的だという絶対福音です。福音はいろいろな良い話の中の一つではありません。また、いろいろな宗教の中の立派な宗教でもありません。そのようにしては主人公にはなれません。本当に人の常識では合わない部分がたくさんあるかもしれませんが、ダビデが主人公です。それはダビデが福音だからです。皆さんが福音であるならば、皆さんが主人公です。人として学ぶべきものがたくさんあります。アブネルは自分のことで王であるサウルの家族の面倒をみることは当然なことです。また、その息子を王様として立てていくことも当然なことです。ですけれども、それまでもダビデの前にひざまずいておかなければなりません。組織的に人間的に学ぶべきものがたくさんあります。そのすべてのことがキリストの前でひざまずかせること、それを絶対福音と言います。アブネルのように義務があるかもしれません。また私たちがいままでの伝統を守るべき義務があります。国、社会、いろいろな法があります。当然守るべきものです。また自分なりのポリシーがあるかもしれません。それを守らなければ自分が耐えられません。このように守るべきもの、いままで守ってきたさまざまなものがあります。このすべてのことがキリストの前でひざまずかなければなりません。ピリピ2：10ではこう言います。宇宙のすべての万物がイエスの前でひざまずくと言いました。それが結局キリストです。それらを守るなという意味ではありません。このためにキリストの前で対立されたりすることはありえません。アブネルは守るべきものをもってキリストの前でひざまずきました。キリストの前でひざまずかなくてもよいものは一つもありません。これを分かる人は、ちりあくたという単語が分かるものです。そして、ちりあくたという単語を分かるとき、自分というものが分かります。これが絶対福音です。どのようなものでも一緒に列に並ぶことはできません。いくらあっている話でも、キリストの前ではすべて置かなければなりません。アブネルはそれを守ろうとして戦いもしました。すべてのいままでの争いを置いて、キリストの前でひざまずいてください。いちばん多い戦いは何でしょうか。合っている、合っていない、間違っている、正しいという戦いです。それをやっている限り、キリストの前でひざまずくことは無理です。それが合っているかもしれないし、だれかがうまくやったかもしれません。それがこれ以上の戦いにはなりません。その間違った戦いを置いてキリストの前にひざまずくことです。昔のことが傷として残っていて、傷の戦いがあります。特に感情の戦いに縛られてしまいます。アブネルは自分の王が殺害されたのです。もちろん自殺しました。ダビデは敵でした。ですから、感情的にはまだまだ整理がつきません。憎むことや嫉妬、いろいろなことがあると思います。恨みつらみなどもたくさんあると思います。その戦いが終わりません。親に向かって、兄弟に向かって。また昔の誰かのせいので。私を裏切ったその人たちのこと。私を苦しめ私をだました人間たち。その戦いが終わらない限りキリストになりません。誰かの間違いがあるでしょう。けれども、それ以上の戦いにはなりません。すべての戦いを終えてキリストの前にひざまずくことです。また、損、利益といっている利害関係があります。また、自分の位置や名誉などの争いがあります。私が認められたのか、無視されたのか、そういった戦いがまだあります。私たちは今までその戦いをしてきました。死ぬまでもその戦いをして生きるのではないでしょうか。イエスを信じているのにもかかわらず。どうしてでしょうか。それがこれからまったくないよという意味ではありません。しかし、本当にキリストの前でひざまずくならば、その戦いはもう終わらせることです。私たちの中には傷、感情、だれかが間違ったといったことが残っていてはいけません。守るべきものも、戦うべきものもすべて置いてください。こうしたときに結局キリスト、新しい時代を迎えるようになります。このすべてのことを含め、まことの悔い改めだと言います。アブネルは、身分が確かな戦いをしました。しかし、ダビデの前にすべてを置いて、ひざまずくようになりました。とてもよくやりました。ダビデはダビデではありません。神様が油を注いで立てたものです。キリストを本当に象徴されているものです。アブネルは、まことの悔い改めをしたわけです。プライドの戦いなどしないで、キリストの前でひざまずきました。まことの悔い改めは何ですか。なにを守ったのか、どんな戦いがあったのかわかりませんが、私は希望のない罪人であることを認めます。他のこういったものでは絶対に解決できません。キリストだけが私の希望であることを告白します。十字架にかけられ、本当に復活して天に昇られたイエス様だけがキリストであることを告白します。いままでのすべてのことを置いて、イエスを救い主として受け入れます。ですから、イエスを信じることが、まことの悔い改めです。どのようにイエスを信じるようになったのか分かりませんが、皆さんの中で整理してください。いままで私が守るべきものがありました。絶対、それが正解だと思ったかもしれません。絶対に譲ることができない戦いがありました。このすべてのことを間違いですと置いて、イエスを信じることです。それが悔い改めることです。これが絶対福音という意味です。このとき新しい始まりの門が開かれます。サウルは死んでダビデがいるのに、まだまだいろいろなものが残っていてはいけません。サウルが死んだのでどんな理由にもかかわらず、皆がダビデの前にひざまずくことです。神様が油をそそいで立てた者だからです。絶対福音がわかるとき、それはOnly福音になります。福音ひとつだけが残って、残りは全部去っていくことです。そのとき福音の中で新しく始めることです。新しく始められない理由が、これが答えとしてなっていないからです。まだ戦うべきなのか、行くべきなのか。どうなのか、複雑なものがたくさんあるからです。私はちょうど昨日結婚したので、今日行くことができません。昨日畑を刈ったばかりなので耕さないといけないので行けません。そのようにしては始まりになりません。理由がありません。いままであまりに当然だったすべての理由が、すべて崩れてしまいます。ひとつしか見えません。キリスト・イエス。福音。そうすると、そこで新しく始まります。福音中心で私の人生を再編集して、再解釈することが必要です。あちこちに全部散らされている者たちが、もう一度集められて再編集するわけです。
もう一度お話しします。皆さんがこの部分にひざまずいたときに再編集することができます。私が知っていた過去は正しいものではありません。悲しい過去が、許せない過去が、真実を見る窓でした。ありえないと思っていたのに、それが当然なことでした。肉体しか分からなかったのに、いのちを得る門でした。過去は必然であり感謝でした。福音の中で再解釈しなければ、このようになりません。そうすると、無駄な戦いを続けてやります。いま現実にいろいろあります。大変なこともうまくいくこともあります。それ自体が意味あります。いろいろなことがあっても信仰告白の材料です。私がどれほど幸せな人なのか告白できる材料です。どうして死の影の谷を歩けますか。それは死の影の谷も奪うことができないということを確認しなさいということです。それが現実です。それで現実がこうなのか、ああなのかが主体ではありません。いままでは私が、生きてきました。イエス様を主人として人生を歩むことです。そのように生きることが正常です。そのように生きるために現実が与えられました。イエス様が主人になるとどのようになりますか。契約がなされる道を歩むことができます。私はとても痛いと思っていたことが契約の旅程でした。私が失敗だと思ったことが契約を歩んで行く旅程でした。現実も必然であり感謝です。

ですから、この福音の中で未来を再解釈することです。私たちは契約に向かって行きます。まず、私たちの未来には希望の結論を置いて行くことです。どこに行ったとしても継続できるようになります。ですから、人生のそのものが希望です。天国行く前に、その過程で契約が成就されます。金持ちになる希望はなくても、契約が成就される希望は持たなければなりません。私たちはうまくいく希望をもって生きる人たちではありません。そうならば初代教会の人たちは、みなバカですか。神様は契約のためにうまくいかせることもできます。うまくいったことで契約がなされていけばよいです。契約のために家も健康もすべて奪われることもあります。そうならばすべて奪われていけばよいのです。ですから、あってもなくても契約が成就されることだけは確かです。それが私たちの希望です。だから、どのような状況でも希望は逃しません。お金が希望だったら、お金がなければ絶望でしょう。お金がなくても契約が成就されるのでこの希望は逃すことはありません。これが私たちの未来です。
47都道府県に、神様は教会を建てていきます。祈ってください。そのために私はどのような献身をすればよいのか。このように見て祈るから答えの希望があります。特にこのために聖霊の満たしの希望が私たちにはあります。祈れば答えられます。このことを置いて祈ると。ですから、これが私たちの希望です。誰も止められないし、どこにおいてもそれは関係ありません。最近、RUTCニュースに証しをしている重職者の方々が出ます。みなそれぞれ現場が違います。特徴は何でしょうか。3つの今日をやっていたらということです。３つの今日をやったからという意味ではありませんが、これがあったということです。ですから、私はどこに行ってもできるのだというみな確信があります。神様がなさることですから。それをテレビに出ている人たちができますか。皆さんが主人公です。今日から皆さんは絶対福音を告白してください。キリストの前でひざまずかなかったものを、すべて集めてひざまずかせてください。キリストだけが残るべきです。その中で過去、現在、未来を再編集してください。ですから、イエスを信じる人は苦しくても生きることができます。人生に対して否定的な話はイエスを信じる私たちには合わない話です。瞬間、瞬間、弱さによっていろいろなことがあります。根本的に生きることができます。希望があふれる人生です。絶対に崩れない人生です。ですから、何ひとつ引っかかるものはありません。ですから、絶対福音が福音の光を照らすところに行きます。この部分が整理できないと無駄な部分で引っかかって転んでしまいます。ですから、サウル王が死んでダビデの時代が開かれ、新しい国を始めることです。サウル王のときにあった汚れたものをまぜてやる必要はもうありません。福音中心できれいに整理して、前に向かって進んで行くことです。ひとつだけ残っています。他のことは気にしないで、福音の光を照らすことです。どこからですか。私、自分自身から。私、自分自身に福音の光を照らすようにしてください。他のことは気にしないで。そうすると、以前の滅亡の私は死んでしまいました。キリストは私の事実となります。ですから、神の神殿として呼ばれたものになりました。私に光の奥義が照らされると、この姿が現れるようになります。三位一体の神様と一つになったものです。これが何を意味するのか、続けて語っています。皆さんの胸に刻んでください。世の光、世の塩と呼ばれるものになりました。イエス様と同じになります。誤解しないでください。福音の光が私に照らされると、私がそのように見えます。障害をもって病で倒れていても、私はこのように見えます。幼いとき苦しい人生で、学歴がまったくない、それでも福音の光が照らされると、私はこのように見えるわけです。ですから、福音の光が照らされなければいけないのに、他のところに引っかかっているのでこのことができません。いよいよイエス様だけが呼ばれたことが、私たちにも呼ばれたことがわかります。この私自身をイエス様のかたちと言います。イエス様は御使いで分かっていたけれど、いまはもう肉体で知ることではありません。私たちも一緒です。私たちはこういう人です。こういう感激と喜びがありません。他のところに引っかかって、実際に福音の光を自分に照らしていないからです。ですから、歯を食いしばってでも、十字架の前で私が立たなければなりません。サタンは福音を聞くところに行かせません。また、行っても聞かせません。また聞いたとしても、悟らせません。悟ってもそれを自分に適用させずフォーラムできないようにします。皆さんにこの部分が必要です。悩んでください。イエス様が私をこのように造ったのに、私をそのように見ていますか。イエス様が私を造ったならば、いままで私が持っていた考えや習慣を考えて見なければいけないのではないかとなるべきです。その悩みをなぜしないのですか。それは幸せな悩みです。そして、私は天の市民権をもって天国が保証されています。
また、この福音の光が教会にも照らされるようにすることです。皆さん、教会についてたくさん考えなければなりません。イエス様は言われました。岩の上にわたしの教会を建てよう。その次に何と言ったでしょうか。地でつながれると天でもつながれる。また、地で解かれると天でも解かれる。この世の運命を左右するかのように話しています。教会は、その権威があります。教会はそういうところです。だから、教会はキリストのからだと言います、そのからだは何ですか。教会を通してイエス・キリストが現れます。それが教会です。ですから、教会のうわべだけを見てああだ、こうだと言ってはいけません。教会にこの福音の光が照らされるとこのように見えます。Ⅰコリント12：12、教会がキリストのからだ、信徒たちはそのひとつひとつのからだの部分です。それが教会の奥義です。教会でいちばん強調することは何ですか。互いに愛しなさい。あの人の痛みが私の痛みです。しかし、実際につながれているわけではないので感覚はありません。それが理解できないと教会に対して理解できません。正しいことばなら全部言えばいいですか。あの人がいま病んでいるのに。あの人が病んでいたら私も病んでいることです。それはキリストのからだ、キリストの肢体と言います。どうしてそのように造りましたか。福音を伝えるためにです。ヨハネ14：12、イエス様が行ったことより、もっと大いなることをやりますとあります。どうしてでしょうか。教会はこういうところだからです。キリストのからだです。ですから、教会は地の果てにまでイエスの証人として生きることです。もう一度言いますと、教会は世の希望です。とても重要なことです。とても大切です。教会はとても大切なのでヨハネ13：34、互いに愛しなさいと書いてあります。この福音の光が教会に照らされなければ、教会が大きい小さいに関係なくおかしいです。それは私たち同士で仲良くしましょうという意味ではありません。この秘密が照らされなければいけません。
そして、この福音の光を現場に照らすことです。よく知っていますね。滅びるしかない偶像崇拝にだまされているその現場に、福音の光が照らされることです。霊的な問題に捕らわれている現場に、この福音の光が照らされなければなりません。心の問題、精神的問題に捕らわれているところに福音の光が照らされることです。皆さんの現場でこの力を見ないといけません。肉体も病に捕らわれている現場に福音の光が照らされることです。どうしてこのような問題があるところに福音の光を照らさないといけないのですか。創世記3章で現れた問題だからです。だれかがいじめたからできた問題ではありません。これはやみの勢力によって起きたことだからです。ですから、キリストの福音の光を照らすこと以外に答えがありません。この福音にOnlyになったときに、この現場に光を照らすことができます。生活が破壊され、環境が破壊されている現場に、福音の光が照らされることです。食べるもの、お金さえあれば生きるのだと思っているその現場に、福音の光が照らされなければいけません。また死の恐怖、死の奴隷になっているその現場に、福音の光が照らされなければなりません。次世代が希望なく崩れています。そこに福音の光が照らされなければなりません。これが現場です。ですから、結局キリストです。キリストの前ですべてがひざまずき、新しく整理して一つのことだけをやればいいです。結局キリストです。結局キリストの光が照らされなければなりません。
もしかして皆さんの中にまだ絶対譲ることのできない何かがありますか。他の言葉で言うと、私をOnlyキリストにさせないものがありますか。それをすべて置いてOnlyキリストを告白してください。そして、そのOnlyから新しく始めてください。すべてのことをその中で再解釈してください。皆さんの中で引っかかるものはすべて取り除いてください。どうしてでしょうか。結局皆さんに伝道だという結論が出るからです。私がやるべきことが伝道なのだね！結論が伝道なのだね。結局キリストですから。これが告白できるように黙想してください。いつどのような状況でも何のために生きるのか問うてください。今日一日を何のために行きますか。私が伝道をする、しないという問題ではなく、私たちはその答えを出さなければなりません。伝道のために、今日一日があります。伝道のために勉強をします。伝道のために就職をします。伝道のために残りの人生を歩みます。この部分が確かでなければ、新しく始まる門が開かれません。合っても間違っていてもまったく関係ありません。本当に理由なしでダビデの前で皆がひざまずくことです。そして、ダビデ中心で新しく始めることです。それがⅡサムエルの始まりです。
（祈り）
神様。感謝いたします。私たちに福音をくださって感謝します。この福音がOnlyにならないように邪魔するものがすべて取り除かれますように。キリストの前ですべてをひざまずかせる信徒となりますように。それでOnly伝道の結論を告白できるように導いてください。私と教会と現場に福音の光が照らされることを見るようにしてください。神様が働かれることを信じます。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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